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令和２年９月３０日策定 

 

職員がその能力を発揮し、仕事と生活の調和を図りやすい雇用環境の整備を行うために、

次のように行動計画を策定する。 

 

１．計画期間  令和２年１０月１日から令和５年９月３０日 

 

２．内容 

 

目標１  ３歳に満たない子を持つ従業員が、希望する場合に利用できる短時間勤 

務制度（一日６時間）を継続する。 

 

対策   職員掲示板、ホームページなどで周知していく。 

 

  

目標２  子の看護休暇の利用日数は、小学校就学前の子を養育する従業員に対し 

て、当該子が１人の場合は１年間につき５日、２人以上の場合は１年間

につき１０日を限度とし、子の看護のための休暇を取得することができ

る。 

 

対策   職員掲示板、ホームページなどで周知していく。 

 

 

目標３  生活に合った働きやすいユニット・事業所への人事異動の継続。 

 

対策   評価面接の際に希望等を確認して、人事異動に反映する。 

 

  

目標４  年次有給休暇の取得し易くするために、義務化の５日間以外に数日間まと 

めて休暇を取ることを認めており、育児や休養、私用に充てることが出来 

る。 

 

対策   職員各人が年間の有給休暇取得希望票を提出して、勤務表に組み込む形で 

計画的に有給休暇を取得しているので、継続して行く。 

 

    



目標５  業務内容を見直し、記録の簡略化、時間で働くことの意識改革、引き継 

     いで業務を繋ぐなどして、時間内で仕事を終えることを継続して行って 

いく。 

 

対策  リーダー会議・職員会議で議論を重ね、労働基準監督署にも報告している。 

 

 

 

 

 

   

 


